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テストベッド分科会の位置づけ
1

12月17日



2022年度テストベッド分科会活動方針 【検討体制】 2

B5Gネットワーク
タスクフォース

ユーザ連携・循環進
化検討タスクフォース

データ分析・可視化
タスクフォース

テストベッド分科会

新体制

⚫ 「コアメンバ会議」に代わり「ユーザ連携・循環進化検討タスクフォー
ス」を新設

⚫ テストベッドに実装すべき機能を見据えた「タスクフォース」を設置し、
検討を促進

データ連携・利活用
タスクフォース



2022年度テストベッド分科会活動方針 【検討体制】
3

会議体 目的 リーダ メンバ
会合
頻度

テストベッド分科会 テストベッドの在り方を議論
名古屋大学
河口教授

- ２回/年

タスク
フォース

ユーザ連携・循環進
化検討タスクフォー
ス

テストベッド利用者間の連携促
進及び、テストベッドの循環進
化創出の検討

名古屋大学
河口教授

TB利用者等 随時

B5Gネットワーク
タスクフォース

B5G時代に向けたネットワーク
テストベッドの在り方を検討

九州工業大学
池永教授

今後推薦・募
集

2回/年

データ分析・可視化
タスクフォース

テストベッドに実装すべきデー
タ分析・可視化機能を検討

名古屋大学
河口教授

現行メンバ
及び随時推
薦・募集

随時

データ連携・利活用
タスクフォース

テストベッドにおけるデータ連
携・利活用の在り方を検討

(2022年度に決
定)

推薦・募集を
想定

2回/年



ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース

背景：

–利用者相互の意見交換の場を求める声

– Beyond 5G時代の研究開発促進に資するテストベッドの
ニーズの汲み取り

目的：

–テストベッド利用者及び関係プレーヤー間での連携促進及
びテストベッド利活用ノウハウ等の共有

–テストベッドの循環進化を創出するための検討を通じ、
Beyond 5G時代の研究開発推進に寄与

⇒「提案・提言」としてまとめる
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第11回テストベッド分科会より再掲



２０２１年度活動実績

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

ユーザ連携・循環
進化検討

タスクフォース

▲
第1回(8/23)

▲
第2回(12/13)

・研究事例紹介（４件）
【エッジ特集】

・研究事例紹介（２件）
・国内外のテストベッドに
ついて
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2022年度の活動計画
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ユーザ連携・循環
進化検討

タスクフォース

▲
第3回(6/28)
※B5GネットワークTF
と共同開催

▲
第4回(1月)

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

・利用事例紹介／情報共有
・テストベッドの循環進化創出の検討



第１回ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース(2021/8/23)

内容：
■研究事例紹介 【エッジ特集】

(1)モジュラー型エッジコンピューティングプラットフォームに関する研究開発

【広島大学 近堂 徹】

(2)高信頼設計エッジ・クラウド・ネットワークの研究開発

【九州工業大学 鶴 正人】

(3)同世界放送:映像の収集と合成を伴う分散型インターネットライブ放送

【福井大学 川上 朋也、牧田 航輝】

(4)エッジコンピューティング基盤技術の実証

【情報通信研究機構 山中 広明】

■主なご意見・議論内容

・ネットワークベースから応用、仮想的な遅延生成まで幅広い話題

・テストベッド上でのクバネテスの利用やインフラ研究におけるテストベッドの課題も今後議論

・理想は、リアリティとスケーラビリティの両検証が可能な基盤とアプリケーションの連携

・NICTテストベッドとして維持していくコストも踏まえ何を実装するか引き続き検討が必要

・新しい機能がテストベッドに構築された際は、より広く広報できるとよい
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第11回テストベッド分科会より再掲



第2回ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース(2021/12/13)

内容：
■研究事例紹介

(1)ネットワークエッジにおける軽量なDDoS防御【東京農工大学 中山 悠】

テストベッド（StarBED）に実機をもちこんで、IoTセキュリティの検証を実施

(2)コネクテッドカーによるデータ収集プラットフォームの検証【スズキ株式会社 中西 徹洋】

実車による車車通信のデータ収集のためのプラットフォームの検証を実施
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▲StarBEDに実機をもちこんで作業 ▲実機をもちた実験環境構成



第2回ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース(2021/12/13)

内容：
■主なご意見・議論内容

・テストベッドに実機をもちこむケースでは、作業時間に限りがあるなか、慣れない現地オ
ペレーション環境に左右される。ホワイトボックスのスイッチは解決案としてどうか。

・テストベッドを利用するためにその必要性・役割（たとえば、コストやセキュリティの観点な
ど）を示すため過去事例や役にたつのではないか。

・テストベッドのアドバイザやメンターのような役割があるとうれしい。

■国内外のテストベッドの調査内容について紹介★ 資料公開する

・今回の調査内容はBeyond5Gにフォーカスし、クローズドではなく、申請すれば利用でき
るテストベッド。

→ネットワークや計算リソースの観点でアップデートを

→テストベッドにおける歴史から記載いただけるとよい、継続的に更新を
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第2回ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース(2021/12/13)

意見交換：

・エンドユーザや中間の技術者と、テストベッドの利用者にはいろいろな層があるが、今後
ターゲット層として、どこを意識するとよいか

・共通性のあるテストベッドの特徴が活用できるようになるとよい（データ分析・可視化など）

・ネットワークからアプリケーションまでを総合的に検証できるとよい

・機能の紹介ではなく、どのような検証ができるのか（負荷テストなど）といた視点で

★事例紹介 テーマを絞ってできるようになった
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第3回ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース(2022/6/28)

内容： ※第２回B5Gネットワークタスクフォースと共同開催
■研究事例紹介

(1)協調型自律ネットワークの研究開発でのテストベッド活用の検討状況

※B5G高信頼仮想化環境の利用を検討 【沖電気工業株式会社 近藤 法夫】

(2)「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」を利用した光ネットワーク自動制御のための

基礎実験 ※B5G高信頼仮想化環境を利用 【NICTネットワーク研究所 古川 英昭】
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(1)協調型自律ネットワーク (2)光ネットワーク自動制御のための基礎実験


